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　笠松卓爾博士（元米国スミスケトルウェル視覚
研究所・カリフォルニア工科大学，在パサデナ）
は，1963 年に大阪大学医学部をご卒業後，大阪大
学医学部高次神経研究施設生理学教室において，
岩間吉也先生（大阪大学名誉教授，故人）の薫陶
を受けられ，1970 年代以降は，主に米国を拠点と
して視覚系の発達及び可塑性の研究に従事して来
られました．先生のご業績の中でも，脳内内因性
物質であるノルアドレナリンが β 受容体を介して
脳の可塑性をコントロールしているという「可塑
性のノルアドレナリン仮説」は，脳が生後の体験
に基づいて情報処理機能を最適化するメカニズム
の解明において，初めて内因性物質が関与するこ
とを明らかにしたもので，脳研究に極めて大きな
インパクトを与えました．
　「脳研究のよろこび」は，笠松先生がご自身の
40 有余年にわたる研究生活を振り返り書き下ろ
されたエッセイです．これは，神経科学が飛躍的
に発展した時期に，幸運にもその場に居合わせた
一人の日本人研究者の目で見たものをまとめては
どうか，と岩間吉也先生がご生前，笠松先生にお
勧めになったことにより結実しました．成書とし
て刊行されたものではありませんが，笠松先生の
ご経験と智慧を出来る限り多くの人たちと共有し
たいと思い，笠松先生のお許しを得て，私どもの
HP に掲載させていただきますので是非ご覧下さ
い．生理学の発展において極めて重要な内容を多
く含み，また多くの会員の方々がたどられる研究
史と重なるものと思います．
　全体は以下の 2 章で構成されています．

　第 1 章　研究の日々
　第 2 章　研究者冥利
　『第 1 章　研究の日々』は，1963 年の大阪大学
医学部卒業前後に始まる「目の前で進行する」研
究生活の展開の記録であり，本書の『縦糸』となっ
ています．『第 2 章　研究者冥利』は，その時々に
起こったこと，感じたことと，その意味を解説し
た『横糸』になっています．
　笠松先生は，ご自身の驚くべき行動力で成しえ
た研究生活について，神経科学・生命科学研究，
科学哲学，研究者との交流について，さらには，
米国の事情，世界の動向など，さまざまの角度か
ら多彩なテーマについて記述されています．特に，
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笠松卓爾 著 
『脳研究のよろこび』のご紹介
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ジャック ･ ペティグリューと共に大脳皮質の可塑
性における内因性物質（ノルアドレナリン）の役
割を世界に先駆けて明らかにし，可塑性の細胞機
序と活動依存性の関係を追求する一大潮流を作っ
た研究の過程は迫真の描写です．現役の神経科学
者にとって興味深いエピソードや深く共感する研
究上の困難やよろこびのシーンに満ち，また神経
科学を志す若い人たちにとっては，脳を研究対象
として広い世界に飛びだし，多くの研究者たちと
の交流を続けてこられた笠松先生の姿が大きな励
みになることと思います．
　感想，質問などは笠松先生（takuji@ski.org ま
たは takuji@caltech.edu）まで直接お寄せくださ
い．
　笠松卓爾著「脳研究のよろこび」
　第 1 章「 研 究 の 日 々」2Mbyte　http://www.
vision.hss.osaka-u.ac.jp/pg207.html
　第 2 章「研究者冥利」5.2Mbyte　http://www.
vision.hss.osaka-u.ac.jp/pg207.html
　今後の改版に伴い，本ページは不定期に更新さ
れます．ブックマークしていただき，時々御覧く
ださい．
　また，ダウンロードは無料で可能ですが，引用
される機会がありましたら出典を明記願います．

（掲載場所：大阪大学医学系研究科認知行動科学
教室ホームページ　http://www.vision.hss.osaka-
u.ac.jp/pg207.html）
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